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  In this study, we built the information sharing assisting system. This system assist he learning 
for building and operating network system. The learning for building and operating network system 
is a kind of groupwork. Most educators don't instruct in project management before they provide 
learners practical group work education. If Learners have never experienced groupwork, they will 
be struggled to share information. In such a case, they can't concentrate on primary purpose of the 
education. Our purpose is making learners concentrate onprimary purpose of the education. 
  This system have two functions for task management function and update management function. 
The task management function assist communication a d collection of basic working information 
in the learning for building and operating network system. Main purpose of this function is that 
simplifying and unifying the format of work reporting. 
  The update management function automatically collect detailed working information in the 
learning for building and operating network system. This system reduce the information sharing 
burden on learner by these functions. We built this system by web technology and Bash. We con-
firmed through experiment that working hours for information sharing were shortening. As a result 
we succeeded toreduce the burden on learners for information sharing on groupwork by using our 
system.
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現在,パー ソナルコンピュータやインターネッ トの普
及に伴い,様々な場面で情報 システムが活用されている.
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特にグループワー クに対する教育支援 に注 目した.グ
ルー プワー クとは少人数から構成 されるグルー プとい
う単位で一体 となって課題 に挑戦する ことで知識や技




題 に挑戦する ことが可能 である.










グループワー クでは個人で行 う学習とは異な り,他の
参加者 とのコミュニケーションを重ね,情報共有を正確






につ なが って しまう.実施 されるグループワー クがコ
ミュニケー ション能力の向上やグループワーク自体 の
練習を目的としたものである場合,グループワー クの対
象はグルー プワー ク自体に慣れていないことを前提 に
して行 うため問題 とならない.




う問題が生 じる.そこで,本研究ではグルー プワー ク形
式で行われる実践型の学習において,グループワー クで
必要な情報共有作業を支援す ることによ り学習以外の
作業 に要す る時間を短縮 し,学習効率の向上を図る.
本研究では本研究での手法に基づき,グループワーク
形式の実践型学習 として本研究室で行われているネッ
トワー ク構築 ・管理学習を対象 としたグループワーク支




うな形態のネ ットワークを構築するか,構築 したネッ ト
ワー クで どのよ うなサー ビスを提供するか等の目標 を
設定す る.学習ではその 目標を達成す るために必要 な
仕事(以 下,タスクとす る)を 具体的に切 り分 け,参加
する学生がそれぞれのタスクを分担 して処理 してい く.
学生は分担 してタスクの処理を行 うため基本的には
個別 に作業を行 う.し か し,最終的には1つ のネ ッ ト
ワー クの構築を行 うため,参加者同士が意見の交換や互
いの担当するタスクにおける設定の確認が必要である.





























































































ジェク ト等様々場面で行われてお り,グループワー ク支




状況 によ り同期型 ・非 同期型及び対面型 ・分散型のよ
113
うに4種 類のカテゴ リに分類され る(表1).
本研究 で対象 とするグループワー ク形式で行われる
実践型 の学習は主 にグループ内で作業を分担 し,一つ
の 目標を目指すグルー ププロジェク トの形式がとられ
る.グルー ププロジェク ト支援には主に非 同期分散型
のシステムが用い られる.本研究 で開発するシステム




存在するが,これ らのシステムの多 くはプロジェク トマ






































共有 ウィン ドウシステム メール


















本研究室で行われているネ ットワー ク構築 ・管理学習
を対象 とした支援 システムの構築を行 う.ネットワーク
構築 ・管理学習は学部4年 生 と修士1年 生数名か ら構成
されるグループでNFSやMail,WEB,DHCP,DNSサー
バ等の各種サーバをLinux上で構築 し管理 ・運用する
とい うグループワー クであ り,学習を通 してネッ トワー
ク技術 について学習 し,実践することを目的 とした学習
である.このネッ トワーク構築 ・管理学習では,学習開
始時 にグループ内で研究室に必要なネ ットワー クサー
ビスを列挙 し,そのサー ビスを実現するためのサーバを
構築するための作業をタスクとして発行する.発行 され
たタス クはグループ内の打 ち合わせを経て各参加者 に
割 り当てられる.各参加者は監督者 の下,学習用ネ ッ ト
ワー ク上に設置 されたサーバ において 自分のタス クを

























































るためのネ ットワークエージェン トを実装 した.実装
したシステムではネ ットワー ク構築 ・管理学習 におい
て参加者が行 った作業の内容をネッ トワー クエージェ
ン トが収集,管理サーバへ送信 し参加者により入力され
たタス ク保持 ・進捗情報 と合わせて処理 ・公開を行 う
(図:2).以下で実装 したネッ トワー クエージェン トと
管理サーバについて述べる.
ネッ トワークエージェン ト




更新 を監視 を行い,更新を発見 した場合管理サー
バに対する更新情報の送信を行 う(図:3).具体的に










した監視対象 ファイルのコ ピー と比較 し,ファイ
ル問に相違点を発見 した場合 は,管理サーバに更
新を検知 したファイルを送信 し,保持 しているファ
イルを更新されたフ ァイル と置き換えるとい う処
理 を行っている.
このネッ トワークエージェン トは後項にて述べる
実験 の結果を受 け,更新情報を収集す る間隔が3
分 の物理マシン及び仮想化支援機能が使用可能な
仮想Linuxマシン用のネッ トワークエー ジェン ト
と更新情報 を収集する間隔が5分 の仮想化支援機
能非対応の仮想マシン用のネッ トワークエー ジェ
ン トの2種 類を作成 した.さらに,監視対象ファイ
ルを任意のディレク トリ以下に絞 る機能 と特定の
拡張子のファイルのみを対象 とする機能を付加 し
た.ネッ トワー クエージェン トはBashを用いて実
装 した.これは本システムを運用す るネ ットワー
ク構築 ・管理学習ではLinuxサーバを使用する こ







るタス ク保持 ・進捗情報の管理を行 う.管理サー
バはLinuxマシ ンにデータベー スサーバ として
MysQL,情報公開用のwEBサ ーバとしてApache
を使用 して実装 した.ネ ッ トワークエージェン ト
や参加者の入力によ り入力された情報はそれぞれ
デー タベースサーバに保存され る.保存 された情
報は管理サーバで実装 した専用のWEBペ ージで
公開する.また,タスク保持 ・進捗情報の入力を行
うフォーム も前述 した専用WEBペ ー ジで実装 し
た.管理サーバでの情報公開については後述す る.
3.2作業情報の公開
本 システムで収集 した情報は前述 した管理サーバに
実装された専用WEBペ ー ジで公開を行 う.本項では専
用WEBペ ー ジで行 う各情報の公開について述べ る.専




















「stop」「help」「complete」の4つ の状態か ら選択 し,設
定することができる.このステータスの項目はプル ダウ
ンメニ ューか ら選択 し変更す ることで容易にタス クの












クエージェン トによ り収集 された学習用サーバ上での
更新情報の提供を行 う.図5は作業情報の閲覧機能によ
り実際に更新情報の表示 を行 っている画面である.画面
の左側のツリーメニ ューにはネ ッ トワー クエー ジェン
トを設置 したホス トの一覧が表示 される.それぞれの

















作実験では実際に研究室に所属する学生 によるネ ッ ト
ワー ク構築 ・管理学習においてシステムを運用 し,シス
テムの課題の抽出を行った.実験はネ ットワー ク構築 ・
管理学習で使用する学習用サーバに本システムのネット
ワー クエー ジェン トを設置 し,外部ネッ トワー クに管理
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を行 ったネ ッ トワーク構築 ・管理学習の環境 について
述べる.システムの対象であるネットワーク構築 ・管理
学習には研究室に所属する学部4年 生が4名,修士1年
生が2名 参加 した.今回のネットワーク構築 ・管理学習
ではサーバマシン1台 をゲー トウェイ とし,ゲー トウェ
イ上 に仮想マシンを2台 設置 し,3台のマシンに研究室
で利用す る各種サーバを構築す る.動作実験では学習
のため設置 された3台 のマシンにそれぞれネ ットワー
クエージェントを設置 し,外部ネ ットワークに管理サー




























に取得されて しまうとい う問題が生 じた.当初,本シス
テムではよ り多 くの情報を収集するため,ネットワーク
エー ジェン トにOS内 のすべての領域で更新情報の検
索を行い,更新があったスクリプ トファイル とコンフィ
グファイルのデータの更新 をチ ェックする とい う手法
を採用 した.しか し参加者か ら,更新情報 として必要の
ない情報 が多 くファイルー覧が見 に くいとい う意見を
受 け,ネットワークエージェン トに更新情報を収集する
領域を任意のディレク トリ以下 とい う条件で指定する
機能を付加 した.なお,本実験では更新チェック対象 の
ファイルをディレク トリ階層が 「/etc以下」及び 「/root




化 してほ しい という意見が挙がった.本システムでは参
加者が タスク管理機能 で設定 ファイルの更新やス クリ
プ トファイルの変更を行った際に更新内容を他の参加
者 に伝えるためにはコメントに更新部分を記述 した り,
更新管理機能での更新 日時を指定 して該 当フ ァイルを
参照するよう促すなどしなければなかったため,これ ら
の作業の負担を軽減す るため本システムの コメン ト機
















イルA,Bを作成 し,それぞれについ てハイライ トを施
したもの とそ うでない ものの計4種 類のテス ト用紙を
用いて行った.実験はネットワーク構築 ・管理学習に参
加 した学生のうち学部4年 生a,b,c,dの4人を対象 とし
て行 った.実験は学生a,bに対 して設定ファイルA(ハ
イライ トあ り)を用いたテス トを行った後,設定ファイ
ルB(ハ イライ トなし)を 用いたテス トを行った.また
学生c,dに対 しては設定ファイルB(ハ イライ トな し)
を用いたテス トを行 った後,設定 ファイルA(ハ イ ライ
トあ り)を 用いたテス トを行った.また,A,Bそれぞれ
の設定フ ァイルには設定フ ァイルの更新理由やファイ




た場合 と使用 していない場合でそれぞれ1回 ずつ,計8
回の計測を行 った結果,表??のよ うな結果になった.シ
ステムを使用 していない場合では学生a,b,c,dの間では




までの時間の短縮は参加者毎 に大 きく異な る結果がで
た.
全体 としては,先にシステムを使用 してテス トを行っ





学生a 197 212 15
学生b 132 217 85
学生c 40 171 131
































































用WEBペ ー ジの構築 にHTML,PHP,Javascriptを使用






検証するために実際に行われ たネ ットワー ク構築 ・管
理学習にて運用 し,学習に参加 した学生に聞き取 り検証
を行 った.実験の結果,ネッ トワー クエージェン トによ








習者が本人用に作 ったス クリプ トファイルやシステム
によ り更新され るconfigファイルやバイナリファイル
までも取得 してしまっていた.この問題を受け,ネッ ト
ワー クエー ジェン トが更新情報を走査する領域を任意
のディレク トリ以下かつ指定 した拡張子を持つファイ
ルに限定す る機能を追加 した.
また,実験 の過程で本 システムに対す る要望 として,
更新管理機能 とタスク管理機能の連携を強化 して欲 し
い という要望が挙がった.本システムでは学習参加者が
更新内容の詳細の報告は更新管理機能に任せ,簡易的な
報告をタスク管理機能で行 うとい う運用を想定 してい
た.しか し,この場合報告者以外の人 間は報告者の タス
クや コメン トの登録 日時を参考に更新管理機能の履歴
から探 さねばな らなかった.この作業による負担をな く








ク構築 ・管理学習に参加 した学生の内学部4年 生の4
人に対 し,Linuxのファイアウォールの設定 ファイル と
そのファイルに変更を施 したファイルを用意 し,更新点
を指摘させ正答 までの時間を計測す るとい うテス トを
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